
日本の将来推計人口  

国立社会保障・人口問題研究所（平成18年12月推計）  

表ト1総人口．年齢3区分（0～14歳．15～64歳，65歳以上）別人口および年齢構造係数：〔出生中位（死亡中位）推計】  

人 口（1，000人） 年 次 一－・－・一－－－－…－－一輪・－－▼▼－・、＿＿．＿◆ 巨「＿】＿∴＿＿＿．′‖、＿  
＿＿＿、＿…＿．＿担＿一週＿▼＿⊥＿＿旦二L4最∴l廻4産‥＿＿＿魅土∴一＿q．～！≠塵  

草生．．＿合．上製  
65歳以上  

平成17（2005ト 127，768   17，585   84，422   25，761  0
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18（2006） 127，762  
19（2007） 127，694  
20（2008） 127，568  
21（2009） 127，395  

22（2010）  127，176  

23（2011） 126，913  
24（2012） 126，605  
25（2013） 126，254  
26（2014） 125，862  

27（2015） 125，430  
2寧（2016） 124，961  
29（2017） 124，456  
30（2018） 123，915  
31（2019） 123，34i  

32（2020）！122，735  
33（2021）  122，097  
34（2022卜 121，430  
35（2023） 120，735  
36（2024）こ 120，015  

17，436  83，729  26，597  

17，238  83，010  27，446  
17，023  82，334  28，211  
16，763  81，644  28，987  

16，479  81，285  29，412  
16，193  81，015  29，704  

15，880  79，980  30，745  
15，542  78，859  31，852  
15，201  77，727  32，934  

14，841  76，807  33，781  
14，486  76，025  34，450  
14，133  75，346  34，977  
13，803  74，732  35，380  
13，488  74，199  35，655  

13，201  73，635  35，899  
12，892  73，141  36，064  
12，622  72，678  36，131  
12，381  72，144  36，210  
12，159  71，549  36，307  

11，956・ 70，960  36，354  
11，769  70，363  36，371  
11，597  69，728  36，388  
11，438  69，028  36，438  
11，290  68，274  36，510  

11，150  67，404  36，670  
11，017  66，835  36，502  
10，888  65，896  36，681  
10，762  64・，942  36，851  
10，637  63，949  37，041  

10，512  62，919  37，249  
10，384  61，832  37，498  
10，253  60，699  37，779  
10，118  59，528  38，087  
9，978  58，387  38，354  

9，833  57，335  38，527  
9，682  56，358  3白，619  

9，526  55，455  38，632  
9，366  54，589  38, 605 
9，202  53，779  38，522  

9，036  53，000  38，407  
8，868  52，268  38，245  
8，701  51，541  38，079  

8，535  50，792  37，934  
8，373  50，038  37，794  

0
 
8
 
5
 
3
 
1
 
 
 

3
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

9
 
0
0
 
2
 
5
 
8
 
 
 

3
 
3
 
3
 
2
 
1
 
 

6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 

2
 
8
 
5
 
3
 
2
 
 

T
▲
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
 

6
 
6
 
仁
U
 
6
 
6
 
 

1l．8こ  

11．6  
11．4  
11．1  
10．9  

0
 
9
 
9
 
8
 
6
 
 

0
 
9
 
9
 
9
 
9
 
 

6
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 

8
 
6
 
4
 
3
 
1
 
 

（
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
l
 
l
 
l
 
l
－
1
 
 

37（2025）  

38（2026）  

39（2027）  

40（2028）  

41（2029）  

42（2030）  

43（2031）  

44（2032）  

45（～033）  

46（2034）  

47（2035）  

48（2036）  

49（2037）  

50（2038）  

51（2039）  

52（2040）  

53（2041）  

54（2042）  

55（2043）  

56（2044）  

57（2045）  

58（2046）  

59（2047）  

60（2048）  

61（2049）  

62（2050）  

63（2051）  

戸4（2052）  

65（2053）  

66（2054）  

67（2055）  

119，270  
118，502  
117，713  
116，904  
116，074  

115，224  
114，354  
113，464  
112，555  
111，627  

110，679  
109，714  
108，732  
107，733  
106，720  

105，695  
104，658  
103，613  
102，560  
101，503  

、100，443   
99，382   
98，321   

97，261   
96，205   

95，152   

94，102   
93，056   

92，013   
90，971   

89，930  
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7，914  

7，774  
7，641  

7，516  

49，297  37，641  

48，588  37，453  

47，894  37，248  

47，224  37，014  
46，577  36，753  

45，951  36，463  

n
O
 
6
 
5
 
3
 
2
 
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

5
 
5
 
5
一
L
J
 
「
〇
 
 

6
 
6
 
5
 
A
コ
 
4
 
 
 

8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
 

8．4  51．1  

各年10月1日現在人口．平成17（2005）年は，総務省統計局『国勢調査報告』（年齢「不詳人口」  を按分補正した）人口による．  
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日本の都道府県別将来推計人口  

国立社会保障・人口問題研究所（平成19年5月推計）  

来の都道府県別老  一 

平改訂牢  
（2015）  （2020）  （2025）   

33，7S1 35，S99  36，354   

1，552   1，665   1，678  

392  415  41B  

391  410  410  

592  643  663  

343  356  352  

342  356  356  

550  587  599  

771  839  859  

511  558  575  

537  571  575   

（1，000人）  

平成42年 平成47年   

t：ごけ：－い   ・ニーl）こミ1】   

36，670  37，249   

1，669   1，650  

412  402  

402  390  

668  670  

339  321  

348  336  

596  585  

亀61  862  

5S1  5S6  

574  577  

2，045  2，115   

1，S19   1，8＄0  

3，60S   3，g95  
2⊃542  2，71S  

701  6S7  

3Z2  317  

333  331  

233  230  

258  261  

632  630  
594  592   

1，113   1，122   

1，984   2，077  

533  536  

3S9  401  

731  735  

2，403  2，457   

1，617   1，644  

409  406  

293  2S5  

176  171  

217  207  

566  561  

亀26  826  

430  413  

236  228  

294  2＄8  

42．8  417  

Z33  223   

1フ436   1，446  

Z4S  243  

430  41S  

549  537  

358  346  

348  337  

512  499  

375  395   

平成17年 平成22年  
（2005） （2010）  
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1，468   1，792   1，957  2，005  

1，320   1，597   1，739   1，7S2  

2，729  3，15§  3，341   3，426  

l，828  2，1犯   2，354  2，426   

619  6＄2  716  715   
285  324  334  329   

275  319  334  335   

201  223  233  234   

212  236  250  254   

567  620  640  637   

49＄  567  595  596   

894   1，026   1，092   1，10S  

l，503   1，774   1，g邑9   1，925   

449  50（；  529  531   

28S  33§  366  37§   

614  712  740  734  
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1，645   1フ988  

1，113   1，296   

284  333   

250  272  

146  154   

201  208   

440  489   

603  6g5   

374  405  

197  209   

236  256   

352  379   

206  219  

lフ002   1，126  

196  208   

349  369   

438  464   

294  316   

271  290   

435  448   

219  241  

2，321   2，424  2）399  

1，502   1，5S8   1，603   

3S7  410  411   

29S  304  299  

169  177  179   
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786  828  832   

448  461  450   
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421  439  437   
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1フ301  1っ404   1，433   

229  245  250   

406  432  437   

511  543  552   

350  367  367   

324  347  353   

479  508  518   

277  323  354  
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長 崎 県  
熊 本 県  
大 分 県  
宮 崎 県  
鹿児島県  
沖 縄 県  
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日本の都道府県別将来推計人口  

国立社会保障・人口問題研究所（平成19年5月推計）  

将来の都道府県別老年（65歳以上）人口  
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（単位：1000人）   臼2005年団2015年□2025年  
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日本の世帯数の将来推計（全国推計）  

国立社会保障t人口問題研究所（平成20年3月推計）  

表2．世帯主65歳以上・75歳以上の世帯の家族類型別世帯数，割合（2005～2030年）  

世 帯 数 （1，000世帯）  

世帯主65歳以上  

2005年  

2010年  

2015年  

2020年  

2025年  

2030年  

13，∈i46  

15，（；80  

18，028  
18，t）92  

19，012  
19，031  

4，648   1，918  
5，336   2，295  
5，991   2，607  
6，140   2，573  
5，941   2，387  
5，685   2，233  
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3，865  7，580  
4，655  8，844  
年，621 10，011  

6，311 10，228  

6，729  9，873  
7，173  9，482  

1，014  
1，213  
1，413  
1，515  
1，545  
1，564  

世帯主75歳以上（再掲）  

2005年  

2010年  

2015年  

2020年  

2025年  

2030年  

5，王う39  

7，（）41  

8，267  
9，427  
10，845  
11，097  

1，967   2，660   1，707  
2，504  3，520  2，242  

2，960  4，223  2，652  

3，417  4，835  3，017  
4，023  5】473   3，412  
4，286  5，420  3，374  
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世帯主65歳以上  

2005年  

2010年  

2015年  

2020年  

2025年  

2030年  

100．0  

100、0  
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29．7  56．4  

31．2  55．5  

33．2  53．9  

35，4  51．9  

37．7  49．8  

35．5  48．0  

35．6  50．0  
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37，1  50．5  
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注：四捨五入のため合計は必ずしも－一致しない。  
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日本の世帯数の将来推計（全国推計）  

国立社会保障・人口問題研究所（平成20年3月推計）  

世帯主65歳以上の世帯の家族類型別世帯数（2005～2025年）  

（単位：1000世帯）  

囲単独  

国夫婦のみ  

ロその他  

2025年  2005年  2015年   

世帯主65歳以上の世帯の家族類型別世帯割合（2005～2025年）   

ロその他  

田夫婦のみ  

固単独   

2005年  



高齢者の住宅と生活環境に関する意識調査   
内閣府政策統括官（平成16年度）  

表1嶋2 住宅の種類  
総数  無回答  

民間か  民間の  

ら購．  
入・注  

賃貸住  

宅   区町村  

文住宅   の公営  

賃貸住  ど）   

宅   

【総   数】（実数）   1，886  20   17   213   149   46   14   4   2  

（構成比）  88．6％  86．6％  1．1鱒  0．9％  11．・3％  7．9％  2．4％  0．7％  0．2％  0．1％  

【都市規模別】  

大都市  332   2．4   1．5  22，9  14．8   3．6   3．9   0．6   

中都市   715  88．5  86．3   1．3   1．0  11．3   9．0   2．1   0．1   0．1   0．1   

小都市   449  91．8  91．1   0．2   0．4   8．2   6．2   2．0  

町村  390  94．9  93．6   0．5   0．8   4．9   2．1   2．6   0．3   0．3  

【年齢階頼別】  

60～64歳  482  88．0  85．9   1．2   0．8  11．8   7，9   2．5  1．2  0．2   0．2   

65～69歳   433  86．4  84．8   0．5   1．2  13．4   9．7   2．5   0．9   0．2   0．2   

70～74歳   417  89．0  86．8   1．4   0，7  11．0   7．4   2．6   0．5   0．5  

75～79歳   292  87、7  86．0   1．4 0．3  12．3   8．9   2．7   0，7   

80～84歳   167  93．4  90．4   1．2   1．8   6．6   4．8   1．8  

85歳以上  95  1．1  5．3  4．2  1．1  

【家族形態別】  

単身世帯  218   1．8  1．．8   38．1   29．8  4丁 3．2   0．5   

680  8．9．9  88．4   1．2   0．3  10／1   6．0   3．2   0．4   0．4  夫婦二人世帯  

本人と子の世帯   497  92．2  90．9   0．8   0．4   7．8   5．4   1．8   0．6  

本人と子と孫の世帯   348  95．1  93．1   0．9   1，1   4．3   3．2   0．9   0．3  0．6   

142  95．1  90．8   0．7 3．5   4．9   3．5   1．4  その他  
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世帯類型に応じた高齢者の生活実態等に関する意識調査  

内閣府政策統括官（平成17年度）  

人とのつきあい  

ラブが主となっているが、  動では、町内会・自治会や老人ク   
属していな  男性は、近所づきあ  い者も少な〈ない。一人暮らし   

吐生麦A土剋ぜ駈虹養塵王あ壷エ   

（・1）近所づきあい（Q9）［調査結果P59 図4－1－1］  

「近所の人とどの程度つきあいをしているか」についてみると、「お互いに訪問  

しあう人がいる」割合は、一人暮らし世帯（33．1％）、夫婦のみ世帯（28．2％）、一般  

世帯（30．3％）であるが、一人暮らし世帯の男性は14、8％と低くなっている。一方で   

「つきあいはない」割合は、夫婦のみ世帯（4、4％）、一癖世帯（6．8％）に比べ一人暮  

らし世帯（11．2％）で高くなっており、一人暮らし世帯の男性（24，3％）では特に高く  

なっている。  

図4－1－1 近所づきあい（Q9）  

n  

一人暮らし世帯（792）   

夫婦のみ世帯（873）   

一 般 世 帯（1，091）   

前回調査と比較すると†一人暮らし世帯で「お互いに訪問しあう人がいるjは  

了．9ポイント減少し、「つきあいはない」が2．3ポイント増加している。  

図4－1－2 近所づきあい（Q9）（前回比較）  
つきあし＼lまなし  

わカゝら  
なし、  お互いにヨ方間  立ち話をする  あいさつをする  

しあう人がいる  程度の人がいる  程度の人がいる   
n  

平成17年度（792）   

平成14年度（1，941）  

26 5  

22．6  

（2）親しい友人の有無（Qll）［調査結果P67 図4－3－1］  

「家族や親族以外の人で相談しあったり、世話をしあう親しい友人がいるか」  

についてみると、「親しい友人はいない」割合は、一人暮らし世帯（26．9％）、夫婦  

のみ世帯（2了．3％）、一般世帯（26．2％）でほとんど差がないが、一人暮らし世帯の男  

性（41．3％）については、特に高くなっている。  

図4－3－1親しい、友人の有無（Qll）  

年に数回連絡を取り  
合っている友人がいる  

ほとんど毎日 週に1回以上 月に1へ3回  
連絡を取り  連絡を取り  連結を取り  
合っている  合っている  合っている  
友人がいる  友人がいる  友人がいる  

友人が  

いる  
わからない  

親しい友人  
はいない  

腸） （計） 0．9    72．2  
0．7  72．1  

1．3  72＿5  

n  

叫人暮らし世帯（792）  

夫婦のみ世帯（873）  

一 般 世 帯（1，091）  

ー45－   



個人情報保護に関する世論調査  

内閣府大臣官房政府広報室（平成18年9月）  

図17 防災・防犯のための個人情報の共有・措用  

防災，防犯のためであれ 防乳防犯のためであれ防災，肪犯のためでわから  
ば∴積碩的に個人情報を共ば，必要最小限の範囲であっても，個人情報ない  

（≡要当者敬）   

勤（1，811人）  絶  

〔   性   〕  

－ 
‥8．喧・  男  性（850人）  彗＝H  

女  性（961人）  

〔 年 墓石 〕  

2 0 ～ 2 9 歳（159人）  

3 0 ～ 3 9 歳（ 295人）  

4 0・し 4 9 歳（ 323人）  

＝～59綾（392人） 

6 0 ～ 6 9 歳（ 379人）  

7 0 歳 以 上（273人）  

48   50  60  70  80   90  10D（馴   0  10  20  30  
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多目的コホート研究（JPHC研究）からの成果  

厚生労働省研究班（平成19年度）   

社会的な支えと循環器疾患の発症・死亡リスクとの関連一一概要一－  
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社会的な支えの度合い  

図1 社会的な支えと脳卒中発症・死亡（全体）  

＊統計学的に有意 桝 傾向が統計学的に有意（戸ねrtrend＝0・03）  －  

男性…  

0．D  

社会的な支えの度合い  

囲2 社会的な支え と脳卒中死亡（男女別）  

＊統計学的に有意 掴 缶萱向が統計学的に有意（戸fortrend＝0月3〉  

社会的な支えは脳卒中になったあとの回復に影響  

今回の結果より、社会的な支えが少ないグループでは、社会的な支えが多いグループに比べて  
脳卒中の死亡リスクが高いことがわかりました。この関連は特に男性ではっきりと見られました。  
しかしながら、社会的な支えの低さと脳卒中の発症リスクとの間には関連がなかったことから、社  
会的な支えは脳卒中の疾病予防よりも、脳卒中になったあとの回復にとって重要であると考えら  
れます。今回の結果から、婚姻率の低下や高齢人口の増加がみられる日本の社会において、孤  
立しないように支えてくれる身近な人の存在の大切さが改めて示されることになりました。  
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高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくり推進会議  

（「孤立死」ゼロを目指して）委員名簿（50音順）   

天野 隆玄  

安藤 和津  

飯田 宏行  

伊藤 陽子  

稲垣 紀夫  

大蔵 豊和  

兼松 久和  

小池 昭夫  

渋谷 篤男  

鷲見よしみ  

園田眞理子   

○高橋 紘土  

田尻 佳史  

永井 愛子  

野中 博  

全国民生委員児童委員連合会会長   

エッセイスト   

千葉県健康福祉部高齢者福祉課長   

新宿区健康部長   

北海道旭川市消防本部消防長   

社団法人高層住宅管理業協会業務部次長   

全国自治会連合会会長   

独立行政法人都市、再生機構本社住宅経営部業務収納リーダー   

社会福祉法人全国社会福祉協議会地域福祉部長   

日本介護支援専門員協会副会長   

明治大学理工学部建築学科准教授   

立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科教授   

日本NPOセンター事務局長   

全国老人クラブ連合会副会長   

医療法人社団博腎会野中医院院長  

○印は議長  
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高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくり推進会議  

（「孤立死」ゼロを目指して）開催要綱  

1 趣 旨   

単身高齢者や高齢者世帯のみの世帯が増加している中で、都市部などにおいて、地域  

から孤立した状態で高齢者が死亡する事例等が社会問題となっている。 単身高齢者及び  

高齢者のみの世帯数は今後も増加することが予想される「方、地域のコミュニティ意識  

の希薄化が指摘されている中で、こうした高齢者等が地域から孤立することのないよう、  

取り組みを進める必要がある。   

このため、孤立死ゼロを目指して、「高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニ  

ティづくり推進会議（「孤立死ゼロ」を目指して）」（以下「推進会議」という。）を開催  

し、各地域において実践されている特徴的な取り組みを全国に普及させるとともに、高  

齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくりに向けて、国民等に提言するこ  

ととする。  

窒牒活動内容  

（1） 各地域において実践されている孤立死ゼロに向けた取り組みの普及  

（2） 高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくりに向けての提言の策定  

し推進会革の運単  

（1） 推進会議の委員は、厚生労働省老健局計画課認知症・虐待防止対策推進室長が委  

嘱する。  

（2） 推進会議の委員は15名以内とし、議長を1名置く。  

（3） 推進会議の委員の任期は、1年とする。  

（4） 議長ば、委員の互選により選出する。  

（5） 会議の庶務は、厚生労働省老健局計画課認知症・虐待防止対策推進室において行  

うこととし、厚生労働省社会・援護局地域福祉課、警察庁生活安全局地域課、総  

務省大臣官房企画課、国土交通省住宅局住宅総合整備課の協力を得るものとする。  

4 施行期日  

本開催要綱は、平成19年8月20日から施行する。  
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高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくり  

推進会議（「孤立死」ゼロを目指して）における検討経過  

第1回（平成19年 8月28日）  

・関係施策の現状について  

・その他  

第2回（平成19年12月11日）  

・取組事例に関するヒアリング  

・意見交換等  

（ゲストスピーカー）  

中沢卓実 干葉県松戸市常盤平団地自治会長  

鷲野明美 愛知県愛西市役所福祉部  

地域包括支援センター社会福祉士  

第3回（平成20年 2月19日）  
ノ  

■推進会議提言の論点整理（素案）について  

・その他  

第4回（平成20年 3月18日）  

一推進会議報告書（案）について  

・その他  
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